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平成２８年度予算要望
書を区長に提出
区民から寄せられた切実
な要望を、「くらしと営業」
「保健・医療」「平和・民
主主義」など１３分野・４８７
項目にまとめ区長に提出し
ました。

暮
ら
し
や
福
祉
は

大
幅
削
減

江
東
区
は
長
寿
の
お
祝
い

と
し
て
、
敬
老
祝
い
金
を
７７

歳
の
方
、
８８
歳
の
方
、
９９
歳

以
上
の
方
に
毎
年
お
渡
し
て

き
ま
し
た
。
そ
れ
を
、
高
齢

者
が
増
え
、
お
金
が
か
か
る

と
い
う
理
由
で
見
直
し
削
減

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
今

ま
で
江
東
区
を
支
え
て
き
た

方
へ
の
、
感
謝
と
長
寿
の
お

祝
い
に
ま
で
手
を
付
け
削
減

す
る
な
ど
、
冷
た
い
区
政
と

言
わ
ざ
る
え
ま
せ
ん
。

子
育
て
支
援
に

�
逆
行
�

保
育
料
も
値
上
が
り
で

す
。
保
育
料
の
負
担
軽
減
の

暫
定
措
置
が
、
今
年
度
い
っ

ぱ
い
で
打
ち
切
り
。
来
年
度

か
ら
第
二
子
の
減
免
は
拡
充

さ
れ
た
も
の
の
、
７
割
の
方

の
保
育
料
が
上
が
り
ま
す
。

子
育
て
応
援
と
は
逆
行
の
区

政
で
す
。

ま
た
、
江
東
区
は
昨
年
２３

区
で
一
番
死
亡
事
故
が
多
か

っ
た
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
交

通
事
故
相
談
も
廃
止
が
提
案

さ
れ
ま
し
た
。相
談
所
で
は
、

相
談
件
数
も
年
間
１
６
０
０

件
以
上
と
非
常
に
多
く
、
区

民
の
方
か
ら
も
喜
ば
れ
て
い

ま
し
た
。

増
え
続
け
る

た
め
込
み
基
金

区
民
の
た
め
の
施
策
が
バ

ッ
サ
リ
切
ら
れ
る
一
方
で
、

た
め
こ
み
基
金
は
増
え
続

け
、
総
額
９
４
２
億
円
。
こ

の
１０
年
間
で
２
倍
に
増
え
て

い
ま
す
。
区
民
の
暮
ら
し
福

祉
を
削
り
た
め
込
み
に
回
す

区
政
か
ら
、
暮
ら
し
福
祉
優

先
の
区
政
へ
の
転
換
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

くらし守る区政に！
区内団体と意見交換

医療や介護・保育・中小業者や高

齢者など区内の各団体と予算要望に

ついて懇談会を行いました。

戦争法廃止求め
宣伝署名活動

共産党区議団は戦争法を廃止しよ

うと、区内の駅頭や主要スーパー前

で街頭宣伝署名活動を行いました。

航空機騒音被害対策につい
て伊丹市を視察

国が進める羽田空港の航空機飛行
経路の変更について不安の声が寄せ
られています。大阪国際空港周辺（伊
丹市）の騒音問題等について視察し
ました。

岐阜市の公共交通
（連結バス等）を視察

岐阜市が取り組んでいる公共交通
事業を視察。住民参加でコミニティ
バスを運行している事を伺い、都内
でも導入が検討されている連結バス
に乗車しました。

区
民
の
中
に

不
安
広
が
る

江
東
区
内
で
も
、
旭
化

成
建
材
が
杭
打
ち
工
事
を

行
っ
た
第
二
亀
戸
中
学
校

と
豊
洲
北
小
学
校
、
ジ
ャ

パ
ン
パ
イ
ル
が
杭
打
ち
工

事
を
行
っ
た
児
童
・
高
齢

者
総
合
施
設
「
グ
ラ
ン
チ

ャ
東
雲
」
で
掘
削
デ
ー
タ

や
根
固
め
液
の
注
入
記
録

で
流
用
が
行
わ
れ
て
い
た

こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、

区
民
の
間
に
不
安
が
広
が

っ
て
い
ま
す
。

区
で
は
、建
物
の
傾
き
、

建
物
基
礎
に
か
か
わ
る
支

持
層
、
工
事
写
真
や
納
品

書
な
ど
の
調
査
を
行
っ
た

結
果
、
杭
は
す
べ
て
支
持

層
に
到
達
し
て
お
り
、
セ

メ
ン
ト
注
入
量
に
も
問
題

は
な
く
、
施
工
不
良
は
な

い
と
の
認
識
を
明
ら
か
に

し
て
い
ま
す
。

規
制
緩
和
が
背
景
に

こ
の
問
題
の
背
景
に

は
、
そ
れ
ま
で
地
方
自
治

体
が
行
っ
て
き
た
建
築
確

認
検
査
を
民
間
の
「
指
定

検
査
機
関
」
で
も
可
能
に

す
る
建
築
行
政
の
規
制
緩

和
が
行
わ
れ
て
き
た
こ
と

が
あ
り
、
国
と
自
治
体
の

責
任
は
重
大
で
す
。

日
本
共
産
党
は
、
原
因

と
責
任
の
究
明
、
再
発
防

止
に
む
け
た
建
築
確
認
審

査
の
体
制
整
備
、
公
平
・

公
正
な
第
三
者
に
よ
る
検

査
体
制
の
確
立
な
ど
を
求

め
て
い
ま
す
。

第
４
回
区
議
会
定
例
会
で

は
、日
本
共
産
党
提
出
の「
く

い
う
ち
デ
ー
タ
改
ざ
ん
に
関

す
る
意
見
書
」
と
「
教
職
員

の
充
実
と
３５
人
学
級
の
早
期

実
現
を
求
め
る
」
２
本
の
意

見
書
な
ど
計
４
本
の
意
見
書

が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

「
く
い
打
ち
偽
装
に
関
す

る
」
意
見
書
案
は
区
民
の
不

安
の
広
が
り
を
受
け
、
「
公

正
中
立
な
第
３
者
機
関
に
よ

る
検
査
体
制
の
確
立
な
ど
法

改
正
な
ど
で
再
発
防
止
を
求

め
る
」
内
容
の
意
見
書
と
し

て
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
「
３５
人
学
級
の
早
期
実
施

を
求
め
る
意
見
書
」
は
、
財

務
省
が
少
子
化
を
理
由
に
、

教
職
員
定
数
を
減
ら
し
、
教

育
予
算
を
切
り
縮
め
よ
う
と

す
る
問
題
を
取
り
上
げ
、「
少

子
化
の
今
こ
そ
重
い
負
担
な

し
に
、
３５
人
学
級
実
現
の
好

機
」
と
し
て
、
早
期
実
現
を

求
め
る
も
の
で
す
。

さ
ら
に
、
「
障
が
い
者
な

ど
の
交
通
安
全
対
策
を
求
め

る
意
見
書
」
「
夜
間
中
学
の

整
備
と
拡
充
を
求
め
る
意
見

書
」
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

敬老祝い金も見直し
保育料負担増
交通事故相談所も廃止

「「くくいい打打ちち偽偽装装」」「「３３５５人人学学級級早早
期期実実現現」」のの意意見見書書ななどど採採択択

日日本本共共産産党党提提出出

区民福祉バッサリ

フ
ラ
ッ
シ
ュ

フ
ラ
ッ
シ
ュ

フ
ラ
ッ
シ
ュ

区
内
の
学
校
で
も
杭
工
事
の
デ
ー
タ
偽
装
が

グランチャ東雲

（３） ２０１６年１月発行江 東 区 議 団 ニ ュ ー ス


